

































































































































L断oc.層 N名~I 現 象 亀裂等の走向* 位 量 (c拙)
平 i垂 直






路面と切取法面の亀裂 N600W 左 15 S下り10
層 4 路而と切取法面の亀裂 N500W 左 40 S下り10
12 総合都市研究第5号
I ~ I山附(S向き草地)に亀裂 l ほぼWNW
6 山腹斜面(S向き草地)に亀裂 E-W 
稲 I7 a 灯台敷地切内のフェンスとコングリートブロツ N400W タの基礎 断，その下方の海蝕震に亀裂
取東 7b 灯台付属建物の外部階段切断 N400W 
断層 8 RC3階建。 1階RC，ブロック壁大破ラーメンの被害は軽微
右肩 N30
0W 
取中 9b RC(1-4恥 S(5階)階の建物の中央付近で大破(観 テル)
央層断 10 木造家屋の塩ピのパイプ切断(料理家味吉乃) N400W 地盤が建物に対してSEに動く
111 路面亀裂。稲取小学校の大谷石の組石にずれ NW 
若宮 12 造成地面の亀裂 N30
0W 
13 路面に亀裂 N400W 
取 14 稲取中学校校庭に亀裂 N450W 
西 15 ミカン畑地面，石垣に亀裂 N450W-N500W 
断 16 宅地面および木造家屋コングリート基礎に亀 N500W 裂(田村豊作宅
層 17 ミカン畑に亀裂 N450W 
入 A 石垣 N420W 
層谷断 18 路以面およびビ‘ニールハウス内地面の亀裂， 19 N150E 下の亀裂とは連続しない
大 19 ピ、ニールハウス内の地面に亀裂， パイプ屈折，擁壁に亀裂 N 5
0E 
降 20 宅地面および路面に亀裂 N200W-N200 E 
山 21 路面亀裂(道路と斜交) N-S 
断
22 山腹斜面(ENE向き草地)に亀裂 N350W 
23 路面亀裂(道路と斜交) N200W 
層 24 路面亀裂(道路と斜交) N200W 
25 U.I腹斜面(NNE向き草地)に亀裂 E-W 
根 26 小屋内の土聞に亀裂
木 27a 切取崖面に亀裂 N35
0W 
27b 27の北35cmに亀裂 N100E 
の 28 路面亀裂 N400W 
田 29 宅地面に亀裂，亀裂の北側で，地盤が建物に N350W 対してSEに動く
断 30 木造家屋の基礎と柱のずれ
層 31 ミカン畑の亀裂 N600W 
32 稜線部の草地に亀裂，延長10m以上 N750W 
西
B テニスコートに亀裂 N300W 
町断層
Ca 桜井順作宅 N550W 
Cb 松村耕輔宅 N550W 
D 道路亀裂 N550W 
I 33I木造家屋コングリート基礎に亀裂 N200W 












右 50 S上り 5
























西 町 断 層 NW-WNW 
稲取中央断層 NNW 
稲取西断層 NW 




























左40 j s下り30 I 1-6 
右 8 7-8 
右25 jw上り10 j B-D 
0.4 + 右10 9-11 
1.3十 右80 12-17 
右35 I s上り18 I A， 18 











































































































































































































































































































































































































































O 10 20 30 40 5Okm 
図 4 推定震央位置・強震計観測地点とその加速度
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2 :沖積地IT，3:沖積地m，4:沖積地N，5 ほぼ平坦な後傾斜地 6 起伏の小さ
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灯台付属屋外部階段 RCo 1段目と 2段目聞で右ずれ6cm切断。前面士間コンきれつ多数。
前田げん宅 IRC3Fo 1FRC， ブロック壁右ずれ大破(ラーメンの被害軽微)。
ブラザー編物教室 I S 3 Fモルタル仕上。 2Fブレース面外座屈。
ホテルゃまだ荘 I S 4 Fブロック壁モルタル仕上。仕上大破，プレース面外座屈。





































































































































































































































下段:半壊 tこよる 壊による下による る
53 4 21 6 22 
91 3 24 6 58 
54 12 21 8 13 
82 11 22 11 38 
6 1 O 。 8 














































































0ト 二制帽271帯ヤ T叩四ザ∞ャゐbJ.h ， 


































































No. 地 区 名 |明|問|吋糟戸内~I常時様
1 下回市1丁目
2 1丁目 4丁目 3 I 147 I 1 I 1 I 0.7 I 1. 0 I 12.9 
3 1丁目 2丁目 4 489 7 7 1.4 2.1 12.8 
4 2丁目 3丁目 8 369 2 1 0.5 O. 7 13.2 
5 中 34 137 1 O O. 7 O. 7 11. 7 
6 東伊豆町，稲取水下 99 148 3 28 2.0 11. 5 O 
7 田町，水下 100 344 1 39 {).3 6.0 0.2 
8 田町，西町 101 579 11 72 1.9 8.1 0.4 
9 東町，上崎 102 337 6 69 1.8 12.0 0.6 
10 向山 103， 104 40 2 3 5.0 8.8 0.3 
11 入谷，長坂，水下 105， 106 73 7 23 9.6 25.3 0.3 
12 稲取駅辺 107 115 4 12 3.5 8. 7 0.6 
13 田町 108 285 2 18 O. 7 3.6 0.8 
14 山田，入谷，長坂 109， 110 56 。 8 O 7. 1 0.8 
15 白田 115 74 。 2 。 1.4 4.5 
16 白白 116 166 2 1 1.2 1.5 0.8 
17 自国，湯ケ岡 117， 118 83 O 1 。 0.6 4.3 
18 湯ケ岡 119 127 l 17 0.8 7.5 4.6 
19 片瀬，白岡 120 90 。 7 。 3.9 4目8
20 片瀬 121 115 。 4 。 1.7 5. 1 
21 片瀬 122 60 。 8 。 6. 7 5.3 
22 奈良本 123， 124 207 。 2 O 0.5 5.6 
23 奈良木 129， 130 181 。 13 O 3.6 6.3 
24 北)/1 137， 138 93 1 14 1.1 8.6 7.5 
25 大)11，北川 139， 140 72 2 10 2.8 9. 7 8.3 
26 大川 141 105 1 3 1.0 2.4 9.0 
27 大川 142 46 1 2.2 7.6 9.2 
28 河津町川合野，湯ケ野 160 120 2 3 1.7 2.9 2.4 
29 湯ケ野，下佐ケ野 161 183 O 2 。 0.5 2.3 
30 筏場 162 69 O 2 O 1.4 1.6 
31 梨本 165 52 5 8 9.6 17.3 1.5 
32 梨本，泉奥原 166 42 2 8 4.8 14.3 0.8 
33 見高七廻，見高入谷 167， 168 81 4 4 4.9 7.4 0.3 
下回市 東伊豆町 河津町 (注) 住宅地図は，下回市住宅地図 '75(日本住宅地図出版)を使
全壊戸数 13 56 16 用。
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図12 大池付近の大崩壊密集地域(凹村原図) 1 :山
頂緩斜面 2 山腹斜面・火口壁 3. .谷底面・段
丘隠・火口氏， 4 谷氏の流路， 5 今開発生した崩
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30km O 
図13 伊豆半島の地震崩壊発生域 (田村， 1978に加
筆) 1 :震源の断層(と推定されたもの)， 2:震
央 3 表層滑落型崩壊多発域 4 同散発域， K























































































































































面被害J ~総合都市研究~ 5号， PP.3-70 
倉沢一
1959 1伊豆・天城火山群の岩石学的および化学的
性質J ~地球科学~ 44号， pp.1-18。
小出仁，山崎晴雄，佃栄吉，正井義郎
1978 11978年伊豆大島近海の地震調査速報JW地
質ニュース~ ， 284号， pp.1-13。
国立防災科学技術センター
1978 11978年1月14日伊豆大島近海地震J ~強












の総合的調査研究報告書~ p. 110 
田村俊和
1978 1地震により表層滑落型崩壊が発生する範囲




















































地球科学研究報告j]3巻， pp. 65-710 Blume， ).A. 
村井勇・金子史朗 1977 “The Sam procede for site-Acceleration-























写真 10 同ホテノレ (ALC版，サッシュの変
形から右ずれがわかる)
写真一1 建物と地盤の相対変位17cmを示す雨
どいの切断(地点No.13)
真写一12 大谷石擁壁にみら
れる右ずれ(地点No.15)
1978年伊豆大島近海地震に伴う地震断層，加速度分布と被害 37 
写真一13 RC造ホテルの大梁の被害
(地点、No..23)
写真一15 国道 135号線にみられる右ずれ
(地点No.26)
写真一17 断層直上の家屋の布
基礎の切断(地点No.29)
写真 14 断層直上の木造家屋(土問コンの亀裂，
家のひずみが著しい，地点、No.25)
写真 16 稲取中学校の梁，天井の亀裂
(地点No.27)
写真一18 断層の移動量が最も
明瞭に確認された地点No..30
の亀裂
